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      新たな「教育ビジョン」の素案がまとまりました              区民の皆様のご意見をお待ちしています。    

教育ビジョン個別事業から ～3年間(平成30年度～32年度)の主な取組み～ 

○ この間の時代の変化や子どもたちの状況、教育課題の動向をふまえ、これまでの教育ビジョン

をもとに築いてきた取組みをより確実なものにするとともに、子どもたちが生涯を切り拓いていく

力を一層伸ばしていくため、10年後の子どもたちの育ち・学びを見据えた新たな教育ビジョンを

策定します。（平成30年2月策定予定） 

１ 新宿区教育ビジョン策定にあたって  

【問合せ先】 教育委員会事務局教育調整課長 齊藤 電話 03-5273-3063 

２ 基本的構成・計画期間  
○ 教育ビジョンは「3つの柱」「10の施策」と「77の個別事業」による構成とします。 

３ 新宿区が目指す教育 ～３つの柱と１０の施策～ 

平成２９年第４回区議会定例会記者会見参考資料６ 

変化の激しい時代を生きる力の育成 （英語教育の充実） 

○ 新学習指導要領における小学校3・4年生の外国語活動の導入、5・6年生の英語の教科化 

 を踏まえ、平成32年度から全小学校29校（3～6年生）に英語のデジタル教材（ICT機器を 

 利用した学習プログラム）を導入し、英語に対する関心・意欲を一層高めるとともに、英語 

 の習得と国際感覚の醸成につなげます。 

○ 平成30年度から、全小学校で実施している外国人英語教育指導員の配置の充実を図ります。 

  ■外国人英語教育指導員による授業 1･2年：年間10時間 3～6年生：年間35時間 

○ 生徒が自らの英語力を確認し、目標を持って学習に取り組むことができるよう、実用英語 

 技能検定（英検）受験を希望する原則中学2年生を対象に英検受験費用を補助する「英検チ 

 ャレンジ」事業を平成30年度から実施します。 

地域協働学校の充実 

○ 新宿区では今年度、すべての区立小・中学校が地域協働学校となり、地域とともに子どもたちの成長を 

 支える組織的・継続的な体制が整いました。今後は、中学校の通学区域等を単位として設置する「学校運 

 営協議会と地域との連絡会」を平成30年度から1地区でモデル実施し、人材確保や周知活動等に取り組む 

 ことで、地域が一体となって子どもたちを育む環境づくりをさらに推進します。 

○ 小・中学校間や近隣の学校間の連携による小中連携型地域協働学校を平成30年度から1地区でモデル実 

 施し、地域ぐるみで子どもの一貫した 

 成長を支え、互いの顔が見える関係を 

 強化し、今後の地域社会を担う人材の 

 育成へとつなげていきます。 

○ 発達障害等のある児童・生徒への適切な教育的支援の強化に向け、特別支援教育推進 

 員を増員します。 ■32年度までに、小学校29人⇒33人、中学校3人⇒4人に増員 

○ 発達障害等のある生徒が、それぞれの障害の特性に応じた指導を在籍校で受けられる 

 よう、中学校特別支援教室を平成30年度から3校で先行実施、31年度からは全中学校 

 10校に設置することにより、支援体制の充実を図ります。 

特別支援教育の推進 

新しい教育課題に対応した魅力ある学校環境の整備 

○ 児童・生徒に安全・安心な環境を確保するとともに、災害発生時における避難所としての機能を向上させる 

 ため、学校トイレの洋式化を進めます。■トイレ洋式化率 小学校61.9％⇒86.9％ 中学校62.2％⇒91.1％ 

○ 小学校の学校図書館の放課後等開放を平成30年度は15校でモデル実施、31年度からは全校で実施し、児童 

 の読書活動を一層推進するとともに、インターネット等を活用した調べ学習や自学自習ができる環境を整備し 

 ます。 

地域協働学校の 

学校支援活動 

柱1 

柱2 

柱3 

柱１ 子ども一人ひとりの「生きる力」をはぐくむ 

新宿のまちに学び、家庭や地域と 

施策４ 地域との連携・協働による教育の推進 

施策５ 家庭の教育力の向上支援  

施策６ 生涯の学びを支える図書館の充実  

施策７ 子どもの安全の推進  

        質の高い学校教育の実現 

柱2 

ともにすすめる教育の実現 

○ 新宿区教育委員会は、未来を担う新宿区の子どもたちが夢と希望をもち成長していけるよう、

平成21年3月に「教育目標」を定めました。この教育目標を達成するための施策の計画として

「新宿区教育ビジョン」を策定し、3つの柱のもと着実に教育施策を推進してきました。 

 

28年度より全小学校に設置した 

特別支援教室「まなびの教室」 

での授業のようす 

外国人英語教育指導員 
による授業（イメージ） 

なお、この期間内であっても、教育環境の変化等をふまえ、必要な修正や見直しを行います。 

○ 教育ビジョンは計画期間を10年間とします。「個別事業」は教育ビジョンの対象期間を3期に 
分け、見直しを行いながら推進していきます。 

いきいき学ぶ教育環境の実現 

施策８ 一人ひとりの子どもが豊かに 

            学べる教育環境の整備 

施策９ 学校の教育力の強化 

施策10  学校環境の整備・充実  

 

柱3 
時代の変化に対応した、子どもが 

施策１ 確かな学力の向上  

施策２ 豊かな心と健やかな体づくり 

施策３ 就学前から中学校までの 

    つながりのある教育の推進 

 

新宿区教育ビジョン 【３つの柱と１０の施策】 

個別事業（1期目） 個別事業（2期目） 個別事業（3期目） 

朝遊びの見守り（津久戸小） あいさつ運動（四谷第六小） 地域防災訓練への参加（西早稲田中） 


